



























徐々に身体が国家の統治などと結びついて、管理され、規制されるという流れがあり、それに対する批判的な流れも生まれてまいります。これが二〇世紀につながってくるわけで、北山先生のお話では 二〇世紀に入って、最後 イサドラ・ダンカンの踊りが紹介されましたが、あれはまさに生改革の理念をダンス したようなものかなと思い す。　
すでにフランスのルソーが「自然へ帰れ」と主張して、そういう流















































ています。 「ヴェジタリアニズム」でもいいのですが、少し長くなりすぎるので、あまりよい訳ではな なと思いつつ、 「菜食主義」という日本語にしています。　
ただ、誤解のないように申しますと、 「ヴェジタリアニズム」と





は「健康である」とか「新鮮である」 「生命力」 「元気」といったことで、そこから「ヴェジタリアニズム」と 言葉が生まれました。ただ、ヴェジタリアンの人び だいたい「自然のものを食べなさい」と主張し、その「自然のもの」というのは、肉食を避けて、 きるだけ野菜を食べるという方向に行きますので、日本語では「菜 主義」と訳されることが多いと思います。　
しかし、 「野菜を食べる＝菜食主義」ではないということだけ、少






論」と「生気論」という考えにあります。近代医学は、病気を個々の要素に分解して、たとえば「胃の粘膜が炎症を起こしているから、これは胃潰瘍です」となりますが、自然療法は、病気を身体全体の視点で捉えます。人体のあらゆる部分は 他 すべての部分と分かちがたく結びついているの 、部分的な不調 身体全体に作用するのだ、というふうに考 これは単に身体だけでなく、心も同じで、身体的な不調が心の不調に結びつき 逆 心理面での不調が身体にも影響する…と 、身体を全体 して捉えるのが全体論的 発想であり、自然療法の最も基本的な特徴のひとつです。　
もうひとつの原理である「生気論」は、身体には自然に内在するよ



























うした腐敗を改善する」という考え方です。フーフェラントはまた、近代的な医薬に反対して、十分な睡眠、新鮮な空気のなかで 歩行、乗馬などを行うべきだと主張しました。さらに彼 水 使った身体洗浄によって健康を維持したり病気を治していくという主張もおこなっています。この水を使った治療法であ 「水療法」は自然療法の重要 要素となっていきます。　
次に紹介するヴィンセンツ・プリースニッツ
（一七九九～一八五一年）








う発想は日本人 はわりあいなじみやすいのですが、ヨーロッパの場合、もちろん温泉はありますが、この水治療はあまりなじみのない方法で、自然療法に由来するものと考えられます。北山先生のお話でも、水とヨーロッパ人との微妙な関係が指摘され、一七世紀は水を忌避したけれども、一八世紀から水を取り入れるようになったということでしたが、 療 は まさに水を利用して病を克服しようと る考え方で、単純にいえば、冷水によって身体に悪寒を起こさせ、そ によって病気を引き起こす毒素を体内から排出するという発想で た。　
自然療法の人の書いたものを読みますと、はっきり言って、わけが















定理で有名なピタゴラスが菜食主義を唱えま たが、決して「野菜を食べよう」というような単純なものではなく 「魂の浄化」 いう宗教的・倫理的な性格が強いものです。こうしたピタゴラスの思想は、もっと東のオリエントの影響であるという主張もありますし、魂 転生ゆえに動物殺しを忌避するということになる インドの輪廻転生といった考え方とも通じるもの あります。ヨーロッパは、後 キリスト教の世界になりますから、 「魂の転生」といった考え 姿を消しますが、古代ギリシャの思想家たちは ろいろ 考え 展開し、魂の転生ゆえに動物殺しを忌避し、菜食主義の方向 行ったわけです。ただし、インドの影響がどこまであるのかは、なか か難しい話だと思います。　
もうひとつの倫理的な側面で言いますと、禁欲や節制のために肉食
を制限するという発想もあります。これは、古代ギ シャ・ローマを通じて支配的な考え方だと思います。ローマ人は、一方では すごく享楽的なことをやりつつも、禁欲主義的な思想傾向も非常に強くて、生活を節制する に大きな価値を置 ていま 。
　
時代をかなり下りますが、再び身体への関心が高まるのは、中世を
経てルネサンス期以降です。一七～一八世紀には、菜食主義はまずイギリスやフランスで盛んになります。イギリスでは有名な詩人であるシェリー、フランスではグレーズといった人の名を挙げることができます。ドイツでも、先ほども紹介しましたが、すでに自然療法のパイオニアであるフ フェ トが菜食優位の主張をしています。ここでも、自然療法と菜食主義が分かち たく結びついていることが見いだせます。　
こうした古代以来の伝統的な菜食主義と、一九世紀にドイツでとく





います。彼は非常に興味深い人物でして、一八四八年から四九年にかけてドイツの革命運動の闘士だったという経歴の持ち主です。この革命は挫折に終わるのですが、シュトルーフェは最後まで抵抗し、ドイツ西南部のバーデンで武装蜂起を企てます。しか あっという間に負けてしまって、彼はスイス、さらにアメリカに亡命し、南北戦争にも北軍側で従軍し います。一八六三年 許されて帰国 、その は政治ではなく菜食主義の運動に身を投じました。ただ、この人は すでに若い頃から菜食主義の影響を受けていまして、一八三三年二八歳の時にドイツ最初の 文学とされる『マンダラ 遍歴』を出しています。これは、欧州を旅行するマンダラという名前のインド人青の目を通して肉食を批判したもので、イ の思想 影響を受け 菜食主義に惹かれ いくという興味深いプロセスを辿りました。　
彼は、帰国してから死ぬまでの七年間に、 「シュトゥットガルト菜
















ころにあります。まず一八六七年に、中部ドイツ・テューリンゲン地方のノルトハウゼンという町で「自然な生活様式のための協会」を設立しました。当初の会員数は一〇六名と少 かったのですが、そこから全国組織をつくっていきます。このバルツァーの組織などをもとにして、 的に組織が拡大していきまして、ドイツで菜食主義 運動が広がっていきます。ドイツは、フランスと違って、地方分権の国すので、それぞれの地域で多様な運動があり すが そうした地域的な菜食主義の組織がどんどん生まれ、ドイツ帝国全体に広がっていきます。ただ、やはりドイツ 西 ほうの都市化 進んだ地域が中心で東のほうにはあまり広がりませ で このような反近代主義的・反都市的な運動 、やはり近代化・都市化の影響が強い地域でおも展開されたわけです。　
ついでにいえば、オーストリアやスイスもドイツ語圏ですので、菜
食主義の運動が広がりますし、パリで二組織、イギリスでは一五組織という資料もあります 、フランスやイギリス うなっているのかはわかりません で省かせていただきます。　
ドイツの菜食主義運動の支持者数は持続的に増大していきますが、























誤っておりホモ・サピエンスは雑食なのですが、彼らはもともと人間の本来の食べものは果物であると考えたのです。キリスト教でも「エデン 園」ということがいわれますから、それにちなんで名づけられたのでしょうか。一八九三年にベルリ 郊外のオラーニエンブルクで、一八人 創立メンバーが始めた、 ば居住共同体です。　
この共同体は、みんなで住んで、果樹園を育てようということで、

















を日本語に訳すときに非常に苦労します。 に、ビルヒャー＝ベナーは、それを近代的栄養学と結合させて、 「ビルヒャー・ミュスリ」として知られた、簡単にいえばグラノーラやコーンフレーク ような健康食品 開発しました。これは今 ドイツのスーパーマケット等で販売されております。　
彼は、全体としては近代医学を批判しつつ、しかし近代科学的な発
想も取り入れて、独特の「光量子理論 いわれる学説を組み立てます。これは、生食・菜食の特別な治癒作用 「科学的」 明する試みで 彼は、チューリヒ大学できちんとした近代医 も学んだうえで、それに飽き足らずに独自の理論を打 立て わけです。この理論は、光合成に関する知識に依拠し 「太陽光のエネルギーが植物のなかで化学的に静止したエネルギーに転換して、こ 植物内の化学的静止エネルギーが本源的な治癒的な作用をもたらす」とするものでして、そのエネルギーを「生命力」と名づけています。こう み と、やはり前に紹介した自然療法に似たような発想であることがわかります。この理論においては、生の植物食材を調理すると、内在するエネルギーが壊れてしまうので、できるだけ加熱せず 生で べ 推奨されます。自然に乾燥させるのはいい れども、加熱するとあらゆ
一九／二〇世紀転換期ドイツにおける食改革運動と身体イメージ
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る「日光価」 、すなわち「食物内の化学的静止エネルギーの低下」 、「栄養・治癒 値の減少」 、 「健康面での弱体化」につながるとされるのです。　
さらにこの「光量子理論」によると、エネルギーの貯蔵によって食





こにミル をかけます。要するに、グラノーラやコーンフレークにミルクをかけて食べるという、今日世界中で広く朝食とし 受け入れられたスタイルの原点がこれだといえるでしょう。ただ、最初は衛生上の配慮からコンデンスミルク 工業的に加工され ものをかけていた で、批判されたようです。　
もうひとつ、生改革運動や食改革の動きとの関連で紹介したいのが
レフォルムハウスというものです。これは、直訳す 「改革の家」ということになりますが、むしろ「健康食品店」とした方がわかりやすいでしょう。もともとは、生改革 関連するさまざまな商品を売る店で、一九世紀末頃から出現してきた新しいタイプの 舗です。最初は自然療法に関連する医療用用具なども扱って たようですが、現在
はさまざまな自然食品を販売する店となっています。ドイツに行くとどの町にもあるといってもよいくらいよく見かけます。
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般的でしたが、最近の研究では、生改革運動は後の二〇世紀の身体や生活に関わるさまざまな意識に大きな影響を与えた、と積極的に評価されるようになってきています。とくに私は、ザビーネ・メルタさんの研究にたいへん興味を引かれ 彼女 が展開する中でその大きな要素として「身体」が注目されるようになり、そこから現代につながるようなまったく新し 健康や身体 関わる美意識出現したのだと主張し、とりわけ肥満が不健康の象徴となり、痩身・ダイエットが社会的に強制されるようになる、 「痩身ファシズム」ともいえるような状況が生じている 指摘 ており す。きわめて刺激的で興味深い議論であると思います。　
では、いかにして、こうした身体イメージが形成されていったので
























に、生改革運動に関連して、重要な、さまざまな思想傾向や社会的な運動が出現しており、とくに食や身体や健康に関わる観念についてみれば、この時代のドイツ は、現在までつ がるような、ありとあらゆるものが存在していると考えられ 。　
最後に、積み残した課題として、詳しく述べる時間がありませんが、
ジェンダーに関わる話を なければなりません。こうした身体イメジには、明らか ジェンダー差があ わけ す。肥満を嫌悪し、痩身にあこがれるという身体的な価値観 形成され く上では 男女差
は大きいのです。男性の場合は、パワーポイントにあるように、筋骨隆々とした姿が描かれておりますが
（図
5）、女性の場合は、体重計に
乗って微笑むスリムな女性のイメージです
（図
6）。しかし時間の関係
で、ジェンダー差の問題を詳しく検討するのは今後の課題としていきたいと思います。　
ご清聴、ありがとうございました。
（拍手）
図 4 　男女のジェンダー差を強調するポスター
図 5 　筋肉を鍛える男性
図 6 　体重計に乗る女性
図 3 　冷水療法のイメージ
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